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利き手はなぜ決まるのか？
― 脳の左右非対称と遺伝のしくみ ―
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左利きの割合 ― 世界的な偏り

世界人口の利き手分布

右利き  約88〜90%　　左利き  約10〜12%

📜
文化・時代を超えて一定

古代の壁画・石器の使用痕にも右利

き優位

→ 人類共通の生物学的傾向

🧬
遺伝だけでは説明できない

一卵性双生児でも25%は利き手が不

一致

→ 遺伝寄与率は約25%にとどまる

🧠
脳の非対称性が根底にある

生まれつきの神経回路の偏りが

「利き手」として現れる

2/10



脳の対側支配 ― 右手を動かすのは左脳

大脳半球優位性（laterality）
脳は外から見ると左右対称に見えるが、機能は大きく非対称。この非対称性を「大脳半球
優位性」と呼ぶ。

左脳

右手・右足を制御

言語機能（ブローカ野・ウェルニッケ野）

細かい手指の運動

右利きの96%で言語優位

右脳

左手・左足を制御

空間認識・顔認識

全体的なパターン処理

左利きでも70%は左脳言語優位

交差

⇌
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遺伝と利き手 ― どこまで「生まれつき」か

要因 利き手への影響

遺伝 寄与率は約25%。単一の「利き手遺伝子」はなく、PCSK6・LRRTM1・MHC領域な

ど多数の遺伝子座が微小な影響を積み重ねる多遺伝子形質（GWAS研究）

胎児期環境 子宮内の位置・ホルモン環境（テストステロン等）・脊髄の左右差形成が関与。妊

娠10週ごろから右手を口に近づける動作を好む

出生後の学習・文化 道具・文字・習慣による強化。強い矯正圧があれば外見上の利き手は変わりうる

確率的揺らぎ 一卵性双生児の25%に利き手の不一致あり。発生の「偶然性」も影響する

両親とも右利きでも、左利きの子が生まれる確率は約9〜10% 4/10



胎児期にすでに決まっている？

妊娠10週
右手優位の動作
超音波研究で胎児が右手を口に近づける動作を好むことが確認。生後の利き手と高い一致率

妊娠〜出生
脊髄の左右差形成
大脳の指令より先に脊髄レベルで非対称性が出現。末梢神経系からのボトムアップ的な形成

出生後2〜5歳
利き手の確立
道具・文字との接触で強化され、利き手が安定する。5〜6歳を過ぎても安定しない場合は個

人差の範囲が多い

成人以降
利き手は固定
成人後に利き手が変わる場合は脳卒中・神経疾患の可能性。「急な変化」は受診のサイン

利き手は「習慣」ではなく、胎児期の神経発達が土台 ― 生まれつきの特性 5/10



言語優位半球との関係

ブローカ野（発話）・ウェルニッケ野（言語理解）は多くの人で

左半球に存在する（左半球言語優位）

右利き

約96% 左半球言語優位

約4% 右半球 or 両側

左利き

約70% 左半球言語優位

約15% 右半球言語優位

約15% 両半球

臨床的注意：脳卒中・てんかん手術では利き手だけで言語優位半球を決定できない → fMRI・Wada試験で個別評
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左利きにまつわる誤解と事実

  誤解  「左利きは右脳人間」✗

事実  左利きの約70%は右利きと同じく左脳で言語処理。大規模研究では利き手と創造性・IQ・芸術的才

能に有意な相関なし

  誤解  「左利きは矯正すべき」✗

事実  強制的な矯正は吃音・情緒不安定・学習困難のリスクを高める可能性が指摘されており、現在では

推奨されない

  誤解  「左利きは少数派＝異常」✗

事実  約10%という割合は何千年もの人類史を通じてほぼ一定。進化的に淘汰されなかったことは左利き

に適応的優位性がある可能性を示す（サウスポー効果）
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矯正の問題 ― なぜ左利きを直さないのか

かつての矯正の歴史
多くの国で20世紀中盤まで学校・家庭での左手矯正が行われていた。

現在は神経発達的根拠から「矯正しない」が国際的標準

🗣
吃音リスク

強制矯正と吃音発症の関連が報告さ

れている。言語野への影響が示唆さ

れる

😟
情緒不安定

矯正ストレスにより情緒的な問題が

生じる可能性が指摘されている

📖
学習困難

利き手と異なる手の使用強制が学習

への集中を妨げることがある

左利きのままでよい。 日常生活・学業・スポーツに支障なし。左利き用道具も充実している。
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こんなときは要注意 ― 利き手が変わる場合

利き手は通常、幼少期に確立すると生涯変わりません。成人後に利き手が変わる・変わった感じがする

場合は神経疾患のサインの可能性があります。

受診を考えたほうがよい「利き手の変化」

以前は問題なく使えていた利き手が急に不器用になった

利き手の手・腕に力が入らない、または震える

細かい作業（箸・ボタン・字を書く）が急に難しくなった

利き手側の感覚がおかしい（しびれ・違和感）

利き手とあわせて言葉が出にくい・ろれつが回らないがある

特に急性の変化は脳卒中の可能性あり → ためらわず速やかに受診 9/10



Take Home Message

1 世界人口の約88〜90%が右利き。この偏りは人類史を通じてほぼ一定

2 利き手は遺伝・胎児期環境・発生の確率的揺らぎの組み合わせで決まる。単

一の「利き手遺伝子」はない

3 左利きの約70%は右利きと同じく左脳で言語処理。「左利き＝右脳人間」は

誤解

4 左利きの無理な矯正は推奨されない。吃音・情緒不安定のリスクがある

5 成人後に突然利き手が不器用になったら脳卒中を疑い、速やかに受診

医知創造ラボ  今村久司  ｜  チャンネル登録よろしくお願いします
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